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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年７月期第２四半期 2,802 1.9 397 43.9 385 24.3 285 17.2

2023年７月期第２四半期 2,750 25.0 276 124.7 309 150.0 243 161.1

（注）包括利益 2024年７月期第２四半期 285百万円 （17.2％） 2023年７月期第２四半期 243百万円 （161.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年７月期第２四半期 16.01 15.60

2023年７月期第２四半期 16.28 15.72

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年７月期第２四半期 11,130 5,447 48.2 291.69

2023年７月期 11,406 5,144 44.4 289.36

（参考）自己資本 2024年７月期第２四半期 5,368百万円 2023年７月期 5,065百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年７月期 － 0.00 － 8.00 8.00

2024年７月期 － 0.00

2024年７月期（予想） － 10.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,106 0.9 581 28.8 557 28.7 384 31.2 21.55

１．2024年７月期第２四半期の連結業績（2023年８月１日～2024年１月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

　配当予想の修正については、本日（2024年３月12日）公表いたしました「2024年７月期期末配当予想の修正（増
配）に関するお知らせ」をご覧ください。

３．2024年７月期の連結業績予想（2023年８月１日～2024年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年７月期２Ｑ 18,422,849株 2023年７月期 17,522,849株

②  期末自己株式数 2024年７月期２Ｑ 17,785株 2023年７月期 17,565株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年７月期２Ｑ 17,853,033株 2023年７月期２Ｑ 14,983,081株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善及び訪日外国人増加に伴うインバウ

ンド需要の向上等により回復基調にあるものの、一方、円安及び原材料価格の高止まり等による消費者物価の更

なる上昇も継続していることから依然として先行きの不透明な状況が続いております。

　国内建設市場におきましては、国土強靭化計画等を背景とする公共投資は堅調に推移しており、東京都におけ

る上・下水道設備の建設につきましても、震災被害低減のための施設の耐震化工事、老朽化した施設更新工事等

の発注が継続して行われておりますが、受注競争の熾烈化の増す状況並びに建設資材価格の高騰や慢性的な技能

労働者不足、労働時間の上限規制への対応等により、厳しい経営環境が続いております。

　このような状況の中、当社グループの主力の建設事業におきましては、完成工事総利益の更なる向上を目指

し、一層の建設コストの削減及び工期短縮等に努めるとともに、当連結会計年度に手持ち工事の完了が集中する

ことに伴う工事数量の減少を補填すべく、東京都発注の上・下水道工事の新規獲得に取り組んでまいりました。

　不動産事業におきましては、不動産賃貸及び販売収益増加を図るべく、手持ち賃貸物件の入居率の向上に取り

組むとともに、保有不動産物件の販売強化に注力してまいりました。

　ＯＬＹ事業におきましては、東北・関東圏における受注・売上増加に向けた営業強化を継続するとともに、東

海・関西圏における新規顧客獲得に向け、開設した名古屋ＯＬＹ営業所を基軸とした営業強化に注力してまいり

ました。

　通信関連事業におきましては、売上高及び売上総利益の増加を目指し、主体である電気通信所内設備の保守・

運用業務、開通工事の受注増加に注力するとともに、新たな工種の受注獲得にも積極的に取り組んでまいりまし

た。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,802,819千円（前年同期比1.9％増）、営業利益は

397,725千円（前年同期比43.9％増）、経常利益は385,096千円（前年同期比24.3％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は285,770千円（前年同期比17.2％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を

変更しており、詳細は、「（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりで

す。また、以下の前年同四半期比較につきましては、前年同四半期の数値を変更後の区分に組み替えた数値で比較

しております。

（建設事業）

　建設事業におきましては、受注高2,498,020千円（前年同期比20.6％減）、売上高1,959,716千円（前年同期比

5.0％増）、セグメント利益（営業利益）227,890千円（前年同期比63.3％増）となりました。

（不動産事業）

　不動産事業におきましては、不動産物件の売却並びに賃貸収入、クローゼットレンタル事業により、売上高

324,802千円（前年同期比10.6％減）、セグメント利益（営業利益）64,555千円（前年同期比111.9％増）となり

ました。

（ＯＬＹ事業）

　ＯＬＹ事業におきましては、ＯＬＹ機材のリース販売等により売上高328,059千円（前年同期比10.1％減）、

セグメント利益（営業利益）72,492千円（前年同期比16.0％減）となりました。

（通信関連事業）

　通信関連事業におきましては、ＮＴＴ局内の通信回線の保守・管理業務等により、売上高201,328千円（前年

同期比19.1％増）、セグメント利益（営業利益）32,787千円（前年同期比62.9％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の資産の残高は、11,130,410千円となり、前連結会計年度末に比べ276,086千円

減少いたしました。主な理由は、現金及び預金の減少174,022千円、受取手形・完成工事未収入金等の減少

67,797千円、未成工事支出金の増加130,053千円、販売用不動産の減少138,380千円、のれんの減少11,490千円に

よるものであります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末の負債の残高は、5,683,407千円となり、前連結会計年度末に比べ578,352千円減

少いたしました。主な理由は、工事未払金の減少63,256千円、短期借入金の増加487,616千円、未成工事受入金

の減少530,548千円、賞与引当金の減少57,236千円、長期借入金の減少415,221千円によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、5,447,003千円となり、前連結会計年度末に比べ302,265千円増

加いたしました。主な理由は、資本金の増加78,282千円、資本剰余金の増加78,282千円、利益剰余金の増加

146,607千円によるものであります。

キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物（以下「資金」という。）」の四半期末残高は

2,132,832千円となり、前連結会計年度末に比べ176,524千円の減少となりました。当第２四半期連結累計期間に

おける各キャッシュ・フローの状況等につきましては次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果減少した資金は264,557千円（前年同四半期は2,028,791千円の減少）となりました。資金の

主な減少は、賞与引当金の減少57,236千円、仕入債務の減少63,256千円、未成工事受入金の減少530,548千円

であり、資金の主な増加は、売上債権の減少67,382千円、減価償却費20,208千円、のれん償却額11,490千円、

税金等調整前四半期純利益416,615千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は528千円（前年同四半期は301,528千円の増加）となりました。資金の主な減

少は、有形固定資産の取得による支出30,144千円、定期預金の預入による支出28,802千円、資金の主な増加

は、有形固定資産の売却による収入31,500千円、定期預金の払戻による収入24,001千円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は88,561千円（前年同四半期は1,217,855千円の増加）となりました。資金の

主な増加は、短期借入れによる収入1,550,000千円、株式の発行による収入155,700千円であり、資金の主な減

少は、短期借入金の返済による支出1,250,000千円、長期借入金の返済による支出227,605千円、配当金の支払

額139,491千円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想は、2024年３月11日に公表いたしました「2024年７月期業績予想の修正に関するお知らせ」の

とおり、売上高につきましては、工事受注の遅れ等により減少するものの、営業利益、経常利益、親会社株主に

帰属する四半期純利益につきましては、完成工事における設計変更額の増加等により完成工事利益の上積みが図

れたこと等により、期首予想（2023年９月14日発表の予想数値）を上回ると予測しております。

　なお、通期の連結業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、

実際の業績は様々な要因により予想値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,398,166 2,224,143

受取手形・完成工事未収入金等 2,648,210 2,580,412

未成工事支出金 127,145 257,199

不動産事業等支出金 21,610 15,833

販売用不動産 5,115,026 4,976,645

貯蔵品 30 29

その他 85,777 82,309

貸倒引当金 △649 △1,054

流動資産合計 10,395,316 10,135,518

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 146,534 141,777

機械・運搬具（純額） 95,403 110,296

土地 472,244 472,244

有形固定資産合計 714,182 724,319

無形固定資産

のれん 37,502 26,011

その他 1,444 1,243

無形固定資産合計 38,947 27,255

投資その他の資産

長期貸付金 3,163 2,034

保険積立金 8,000 8,000

退職給付に係る資産 65,851 86,412

繰延税金資産 43,152 14,245

その他 179,047 140,992

貸倒引当金 △41,164 △8,369

投資その他の資産合計 258,050 243,316

固定資産合計 1,011,180 994,892

資産合計 11,406,497 11,130,410

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年１月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 380,591 317,334

短期借入金 346,593 834,209

未払金 28,882 20,048

未払法人税等 73,524 114,961

未成工事受入金 1,070,344 539,796

賞与引当金 108,166 50,929

役員賞与引当金 19,411 －

工事損失引当金 － 14,500

完成工事補償引当金 17,528 18,257

その他 149,383 116,939

流動負債合計 2,194,426 2,026,977

固定負債

長期借入金 4,008,946 3,593,724

役員退職慰労引当金 13,770 16,080

資産除去債務 13,766 13,766

繰延税金負債 － 782

その他 30,850 32,076

固定負債合計 4,067,333 3,656,429

負債合計 6,261,759 5,683,407

純資産の部

株主資本

資本金 3,001,265 3,079,547

資本剰余金 939,423 1,017,705

利益剰余金 1,178,883 1,325,490

自己株式 △54,216 △54,258

株主資本合計 5,065,355 5,368,485

新株予約権 79,381 78,517

純資産合計 5,144,737 5,447,003

負債純資産合計 11,406,497 11,130,410
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2024年１月31日)

売上高

完成工事高 1,866,652 1,959,716

不動産事業売上高 363,415 324,802

ＯＬＹ事業売上高 351,901 316,972

通信関連売上高 169,028 201,328

売上高合計 2,750,998 2,802,819

売上原価

完成工事原価 1,549,924 1,550,783

不動産事業売上原価 281,348 229,755

ＯＬＹ事業売上原価 244,863 228,179

通信関連原価 130,922 147,283

売上原価合計 2,207,058 2,156,001

売上総利益

完成工事総利益 316,728 408,932

不動産事業総利益 82,067 95,046

ＯＬＹ事業総利益 107,038 88,793

通信関連総利益 38,106 54,044

売上総利益合計 543,940 646,817

販売費及び一般管理費 267,529 249,091

営業利益 276,410 397,725

営業外収益

受取利息 357 96

固定資産売却益 42,410 －

未払配当金除斥益 1,123 1,344

その他 3,102 2,221

営業外収益合計 46,993 3,663

営業外費用

支払利息 13,564 16,259

その他 30 33

営業外費用合計 13,594 16,292

経常利益 309,809 385,096

特別利益

固定資産売却益 － 31,499

その他 － 19

特別利益合計 － 31,519

特別損失

減損損失 14,502 －

特別損失合計 14,502 －

税金等調整前四半期純利益 295,307 416,615

法人税、住民税及び事業税 51,109 100,813

法人税等調整額 319 30,031

法人税等合計 51,428 130,845

四半期純利益 243,878 285,770

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 243,878 285,770

四半期包括利益 243,878 285,770

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 243,878 285,770

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年８月１日
　至　2023年１月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年８月１日
　至　2024年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 295,307 416,615

減価償却費 26,556 20,208

減損損失 14,502 －

のれん償却額 14,718 11,490

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,864 32

賞与引当金の増減額（△は減少） △24,421 △57,236

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,350 2,310

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △3,501 △20,560

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,404 △19,411

工事損失引当金の増減額（△は減少） － 14,500

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 3,004 729

損害補償損失引当金の増減額（△は減少） △2,500 －

受取利息及び受取配当金 △357 △96

支払利息 13,564 16,259

固定資産売却損益（△は益） △42,410 △31,499

売上債権の増減額（△は増加） △274,504 67,382

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,409,299 15,680

仕入債務の増減額（△は減少） △216,940 △63,256

前払費用の増減額（△は増加） △14,219 △2,023

未払金の増減額（△は減少） 11,492 △8,630

未成工事受入金の増減額（△は減少） △223,137 △530,548

未払費用の増減額（△は減少） △16,844 △10,071

長期前払費用の増減額（△は増加） △31,774 6,289

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,938 9,249

その他 △49,716 △27,847

小計 △1,966,340 △190,437

利息及び配当金の受取額 363 96

利息の支払額 △16,692 △18,782

法人税等の支払額 △46,121 △55,434

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,028,791 △264,557

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △21,547 △30,144

有形固定資産の売却による収入 318,908 31,500

貸付金の回収による収入 13,588 1,295

定期預金の預入による支出 △9,609 △28,802

定期預金の払戻による収入 － 24,001

その他 187 1,621

投資活動によるキャッシュ・フロー 301,528 △528

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,250,000 1,550,000

短期借入金の返済による支出 △750,000 △1,250,000

長期借入れによる収入 990,000 －

長期借入金の返済による支出 △218,095 △227,605

株式の発行による収入 17,300 155,700

配当金の支払額 △74,851 △139,491

その他 3,503 △41

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,217,855 88,561

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △509,407 △176,524

現金及び現金同等物の期首残高 2,602,264 2,309,356

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,092,856 2,132,832

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

場所 用途 種類

福島県双葉郡楢葉町 震災復興関連作業員宿舎 建物

（四半期連結損益計算書関係）

減損損失

　前第２四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至2023年１月31日）

　当第２四半期連結累計期間において、有形固定資産の減損損失14,502千円を計上しており、その内容は以下の

とおりであります。

　当社グループは、管理会計上の区分を基礎にグルーピングを行っております。

　当社が保有する福島県双葉郡楢葉町に建設しました震災復興関連作業員宿舎の運営に関し、収益性の低下に伴

い所有する固定資産の帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失（14,502千円）として特別損失

に計上しております。

　当第２四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至2024年１月31日）

　該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

調整額

（注)1

四半期連結

損益及び包

括利益計算

書計上額

(注)2

建設事業 不動産事業 ＯＬＹ事業 通信関連事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
1,866,652 363,415 351,901 169,028 2,750,998 － 2,750,998

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 13,121 － 13,121 △13,121 －

計 1,866,652 363,415 365,022 169,028 2,764,119 △13,121 2,750,998

セグメント利

益
139,549 30,458 86,270 20,131 276,410 － 276,410

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

　　　　　売上高の調整額△13,121千円は、セグメント間取引消去△13,121千円であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

不動産事業セグメントにおいて、一部の建物に係る減損損失を14,502千円計上しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額

（注)1

四半期連結

損益及び包

括利益計算

書計上額

(注)2

建設事業 不動産事業 ＯＬＹ事業 通信関連事業 計

売上高

外部顧客へ

の売上高
1,959,716 324,802 316,972 201,328 2,802,819 － 2,802,819

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 11,086 － 11,086 △11,086 －

計 1,959,716 324,802 328,059 201,328 2,813,906 △11,086 2,802,819

セグメント利

益
227,890 64,555 72,492 32,787 397,725 － 397,725

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2024年１月31日）

1.　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１．調整額は以下のとおりであります。

　　　　　売上高の調整額△11,086千円は、セグメント間取引消去△11,086千円であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間の期首より、従来「不動産事業等」に含めていたＯＬＹリース事業を量的な

重要性が増したため、「ＯＬＹ事業」として独立のセグメントに変更いたしました。

　また、「その他」として報告しておりましたクローゼットレンタル事業につきましては、金額的な影

響が軽微なことから、「不動産事業」に含めることといたしました。

　これに伴い、報告セグメントを従来の「建設事業」、「不動産事業等」、「通信関連事業」の３区分

から、「建設事業」、「不動産事業」、「ＯＬＹ事業」、「通信関連事業」の４区分に変更しておりま

す。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

しております。
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報告セグメント
合計

建設事業 不動産事業 ＯＬＹ事業 通信関連事業

官公庁

民間

1,702,862

163,789

－

195,371

－

91,562

－

169,028

1,702,862

619,752

顧客との契約から生じる収益 1,866,652 195,371 91,562 169,028 2,322,615

その他の収益（注） － 168,044 260,338 － 428,382

外部顧客への売上高 1,866,652 363,415 351,901 169,028 2,750,998

報告セグメント
合計

建設事業 不動産事業 ＯＬＹ事業 通信関連事業

官公庁

民間

1,865,885

93,831

－

130,040

－

54,840

－

201,328

1,865,885

480,039

顧客との契約から生じる収益 1,959,716 130,040 54,840 201,328 2,345,925

その他の収益（注）1 － 194,761 262,132 － 456,894

外部顧客への売上高 1,959,716 324,802 316,972 201,328 2,802,819

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第２四半期連結累計期間（自　2022年８月１日　至　2023年１月31日）

（単位：千円）

（注）「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸料収入であり

ます。

　当第２四半期連結累計期間（自　2023年８月１日　至　2024年１月31日）

（単位：千円）

（注）１．「その他の収益」は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸料収入で

あります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間の期首より報告セグメントの区分を変更しており、詳細は、「（4）四半期連結財

務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりです。

　なお、前第２四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、変更後の報告セグメ

ントの区分に基づき作成しております。
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